
自立活動指導案 

授業日 令和７年１月２９日（水） ５校時 

学習者 Step up学級４・５・６年生 ９名 

授業者 澤田 聡  石垣 沙也佳     

                             

１．単元名 「みんなで長縄名人になろう」 

 

２．単元の目標 

◎自分の思いを相手に伝えたり、相手の思いを受け止めたりしながら、話合いや活動に取り組む。 

（2.心理的な安定）（3.人間関係の形成）（6.コミュニケーション）  

◎友達のアドバイスを生かしながら、リズムよく長縄を跳ぶ。（4.環境の把握）（5.身体の動き） 

 

３．単元の目標を達成するために必要な自立活動の項目 

 １.健康の保持 ２.心理的な安 定 ３.人間関係の形成 ４.環境の把握 ５.身体の動き ６.コミュニケーション 

選
定
さ
れ
た
項
目 

 ・情緒の安定に関する

こと 

・状況の理解と変化へ

の対応に関すること 

・障害による学習上又

は生活上の困難を改

善・克服する意欲に関

すること 

・他者との関わり

の基礎に関するこ

と 

・他者の意図や感

情の理解に関する

こと 

・集団への参加の

基礎に関すること 

・感覚を統合的

に活用した周囲

の状況の把握に

関すること 

・姿勢と運動・

動作の基本的

技能に関する

こと 

・作業に必要な

動作と円滑な

遂行に関する

こと 

・言語の受容と表

出に関すること 

・状況に応じたコ

ミュニケーショ

ンに関すること 

 

具
体
的
な
指
導
内
容 

〇苦手な場面や不快な状況になっ

た時の行動や言動。 

〇次の活動に見通しをもち、自ら

取り組む気持ちや態度。 

〇友達の意見や考えを集中して聞

いたり、受け入れたりする。 

〇自分の考えを、言葉ではっきり

と伝える。 

〇発音に気をつけて会話する。 

〇楽しみながら体を動かす。 

〇合図や縄の動きに合わせて、リ

ズムよく縄跳びをする。 

 

４．単元計画 

 学習内容 学習評価（方法） 

１ ・活動内容を理解し、見通しをもつ。 

・自分のいいところや苦手なところに目を

向けて、これから頑張りたいことを選ぶ。 

・挑戦していきたい技を話し合い、選ぶ。 

 

○学習の見通しをもち、今後の自分のめあてをもつことがで

きる。（発言・行動観察・ワークシート） 

○意見を出し合い、コミュニケーションを取っている。（発言・

行動観察） 

２ ・決めた挑戦したい技（8の字跳び）を、み

んなで上手に跳ぶための方法について話し

合う。 

・実際に跳んで試す。 

・意見を出し合い、改善する。 

○どのように跳ぶとうまくいくか意見を出し合い、コミュニ

ケーションを取っている。（発言・行動観察） 

○話し合ったことを意識しながら、技に挑戦することができ

る。（行動観察） 

②課題設定の工夫 ①ゴール 



３
・
４(

本
時)

 

・決めた挑戦したい技（ダブルダッチ）を、

みんなで上手に跳ぶための方法について話

し合う。 

・実際に跳んで試す。 

・意見を出し合い、改善する。 

○どのように跳ぶとうまくいくか意見を出し合い、コミュニ

ケーションを取っている。（発言・行動観察） 

○話し合ったことを意識しながら、技に挑戦することができ

る。（行動観察） 

５ ・今まで取り組んできた技を行う。 

・活動を振り返る。 

○友達と声を掛け合いながら、長縄を跳んでいる。（行動観察） 

○動画を見ながら、長縄跳びの活動を振り返り、自分の頑張

りや友達のよかったところを発表する。（発表） 

 

５．本時で目指す子どもの姿 

○みんなで長縄を上手に跳べるように、進んで友達に考えを伝えたり、受け入れたりしている。 

  （2.心理的な安定）（3．人間関係の形成）（6．コミュニケーション） 

○友達のアドバイスを生かしながら、リズムよく長縄を跳ぶことができる。（4.環境の把握）（5．身体の動き） 

 

６．児童の実態 

 

７．仮説との関連 

①一人一人が目標をもち、ゴールまでの道筋を作ったり見通しをもたせたりしやすくするための工夫（仮説１） 

 単元の初めに、「ぼくのわたしのいいところリスト」を使い、自分のいいところや苦手なところに目を向けて、

これから特にチャレンジしていきたいことを見つける活動を行う。これによって、より自分に合った個人のめあ

てを主体的に設定する手掛かりになるだろうと考えた。書くことに苦手意識のある児童が多いので、めあての設

定は、いくつか候補がある中から選択できるようにする。また、授業の中では、板書を工夫して、活動に見通し

をもち、安心して授業に参加できるようにしたい。 

 

②「できた！わかった！成長した！」を実感するための手立て (仮説２) 

長縄跳びは、Step up学級でずっと継続して取り組んでいて、子どもたちも大好きな活動である。児童にとっ

て身近で興味関心に沿った学習課題を設定することで、より主体的に活動に参加できるだろうと考えた。本時の

学びが、今後の生活に生かせる内容になるという実感をさせていきたい。また、課題解決に向けて、児童同士が

話し合い、学び合う場を設定した。他者と協働しながら課題に取り組むことで、自分たちの力で「できた！わか

った！成長した！」という気持ちを実感できるだろう。 

 

８．本時の学習展開（４／５） 

 児童の学習活動 □評価（評価方法）※指導上の配慮事項 

導入 

10分 

○前時までに取り組んだ技（８の字跳び）で、ウォーミ

ングアップをする。 

 

○本時の活動内容と活動のめあてを確認する。 

 

 

 

○自分のめあてを考え、発表する。 

 

※学習活動について視覚的に見通しがもてる

ように、板書を工夫する。 

※いいところリストを見ながら、個人のめあて

を考える。自分で考えられない児童は、項目に

したものを選択できるようにする。文字を書く

ことが困難な児童は、個別に対応する。 

※本時は話合いに重点をおく。 

□個人のめあてを考え、発表することができ

る。（発言・ワークシート） 

○めダブルダッチを上手にとぶ方法を話し合おう。 

④自己決定 



展開 

25分 

○ダブルダッチに挑戦する。 

 ・チームに分かれて、それぞれが考えたことを交流し、

上手に跳べる方法を話し合う。 

・それぞれのチームで考えたことを交流する。 

 

 

 

○それぞれのチームで考えたことやアドバイスを取り

入れて、もう一度挑戦する。 

□本時の目標を理解し、長縄跳びに参加するこ

とができる。（行動観察） 

□動画を撮り、見合いながらうまく跳べる方法

を考えたり、友達に伝えたりすることができ

る。（発言・行動観察） 

※発表することに消極的な児童には、教師から

話題を振り、全員が発言できるようにする。 

※少人数で話し合うことで、人前で話すハード

ルを下げる。 

※場合によっては、教師から「掛け声」「並ぶ

場所」「目線」等、話合いの視点を絞る。 

終末 

10分 

○本時のめあてを振り返る。 

 

 

 

○個人のめあてについて振り返り、シートに記入する。 

 

○友達の頑張りを振り返る。 

・○○さんが、たくさん発表していてよかったです。 

・○○さんのアドバイスがわかりやすかったです。 

 

□自分の頑張りを振り返り、発表することがで

きる。（発言・ワークシート） 

※頑張りの項目を明確にしたり、選択できるよ

うにしたりすることで、振り返りしやすくす

る。 

※言えそうな児童には、友達のよかったことな

どを発表する時間を取り、「できた」という実

感と、自信をもてるようにしたい。 

 

 

＜板書計画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２９日（水） 

 
①めあて 

②ウォーミングアップ 

③活動 

④ふりかえり 

○めダブルダッチを上手にとぶ方法を話し合おう。 

みんなのめあて 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ま上手に跳ぶには、［     ］が大切。 

○まダブルダッチを上手にとぶには「           」が大切。 

 

＜話し合ったこと＞ 

Ａチーム 

・ 

・ 

・ 

・ 

Ｂチーム 

・ 

・ 

・ 

・ 

③時間の保障 
⑤アイテム 

⑥安心できる手立て 

⑦共有 

④自己決定 

⑦共有 



＜資料＞ ワークシート           1時間目に使用 

   


